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H３０.６. 

今月のキーワード  Small Talk  全国学力・学習状況調査（英語） 

梅雨時期になり、毎日蒸し暑い日が続いています。学校行事も目白押しの中ではありますが、学習

面においては、学習習慣の定着を図っていく大切な時期でもあります。小学校では４月から新教材

を使っての授業が始まり、約２ヶ月が過ぎようとしています。ALTとの事前打合せを含め、授業の

準備もお忙しいとは思いますが、子どもたちにとって英語の時間が待ち遠しく、達成感がもてる授

業となるよう、どうぞよろしくお願いします。 

Small Talk 

５月２２日に実施した「ゆうがおCAFE」では、今年度から小学校で使用している新教材の 

中から、We can! １（Unit5）の Small Talk と Activity について考えました。 

○授業の導入で担任と ALT が行う Small Talk について 

「一方的に話すのではなく、児童を会話に巻き込みながら話すようにする」とは、どのような活

動なのかを確認するとともに、グループごとにデモレッスンを行いました。 

＜指導案より＞ 

 

どのような指導なのかを共有しました。 

      

 

 

 

 

 

○Activity に入る前に・・ 

各 Unit には、Activity（主として聞く・話す活動） 

があります。活動に入る前に確認しておくべき内容や、 

活動自体の工夫について、意見交換をしました。 

・Activity（話す活動）に入る前に、児童への単語のイン 

プットを十分に行っておくこと。 

・（教材に掲載されていない単語でも）児童が自分で伝えたい内容を表現できるよう、教師の心掛けを

大切にすること。知りたい単語は常にALTに聞けるようにしておくこと。 

・インタビュー活動では、既に知っていることを聞く（野球部の友達にCan you play baseball? 

と聞く）だけでなく、「自分の知らない情報を集めよう！」など、課題設定の仕方を工夫すること。 

 

 

Small Talk 

・写真や具体物などの、視覚的な補助を与える 

・児童が既に知っている言語材料を使う 

・児童との関連（学校行事等）を考えた話題にす

る 

・想像したり推測させたりする時間を確保する 

・気持ち（好き嫌いなど）を表す場面を設定する 

などの工夫が大切であることを確認しました。 

毎回 ALT がグループに入り、和や

かな雰囲気で研修を行っています。 

是非、足を運んでください。 



 

  

 

 

平成３１年度から中学校で始まる全国学力・学習状況調査（英語）に向けて、今年度、全国１３６の

抽出校にて予備調査が実施されました。「聞くこと」「読むこと」「書くこと」「話すこと」を問う問題の中

で、記述式の問題も一定の割合で出題されるとともに、「話すこと」はコンピューター室等で実施され、

音声を録音する形式で実施されました。以下は、「読むこと」「書くこと」を問う調査問題の一部です。    

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

                    

 

 

  

 

 

 

 

 

先日訪問した国分寺中では、ALT の David 先生が 

授                 授業の前に Nazo Nazo English（左図） を出題してい 

ました。日々の積み重ねが、生徒にとって大きな力となる 

ことを期待しています。 

 

                     一人一人が答えを書いて 

                     Box に入れます → 

 

文責：学校教育課 稲葉 亜希恵 

全国学力・学習状況調査【中学校の英語予備調査】 

「読むこと」 

 

英文を読んで理解すること

だけではなく、読んだことに

ついて、自分の考えを書く力

が求められています。 

 「書くこと」 

場面設定に基づき、理由と

ともに３０語以上の英語を使

って自分の考えを英文で書く

問題です。子どもたちの実態

をもとに、普段の授業からど

のような手立てが必要なのか

を考え、積み重ねていく必要

があります。 

英検問題にチャレンジ 


